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オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
と
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
哲
学
史
上

で
水
と
油
の
関
係
に
置
か
れ
ま
す
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
科
学

主
義
）。
た
だ
両
者
の
遠
さ
は
近
さ
を
潜
り
抜
け
て
の
も
の
で
す
。

革
命
（
コ
ン
ト
）
と
戦
争
（
ベ
ル
ク
ソ
ン
）
が
問
題
で
す
。
革
命
に

向
け
た
コ
ン
ト
の
〈
進
歩
〉
と
〈
秩
序
〉
と
い
う
処
方
箋
を
、
戦
争

に
直
面
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
書
き
換
え
ま
す
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
道
徳

と
宗
教
の
二
つ
の
源
泉
』
第
四
章
の
読
解
を
コ
ン
ト
か
ら
始
め
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
・
1　

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト

　

コ
ン
ト
（
一
七
九
八
―
一
八
五
七
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
燼

の
中
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
政
治
の
大
激
動
期
、
彼
は
社
会
の
混
乱
は

知
の
混
乱
か
ら
生
じ
て
い
る
と
見
な
し
、
新
た
な
社
会
科
学
（「
社

会
学
」）
に
よ
っ
て
知
の
体
系
化
を
果
た
し
、
社
会
の
混
乱
に
終
止

符
を
打
と
う
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
『
実
証
哲
学
講
義
』
全
六
巻

（
一
八
三
〇
―
四
二
年
）
に
示
さ
れ
ま
す
。
た
だ
こ
の
数
千
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
大
著
は
今
日
で
は
あ
ま
り
読
ま
れ
ま
せ
ん
。
ア
ラ
ン
は
「
コ

ン
ト
に
対
す
る
忘
恩
は
わ
た
し
た
ち
の
時
代
の
一
般
的
な
事
実
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
か
れ
の
学
説
が
人
の
決
し
て
無
視
し
え
な

い
よ
う
な
学
説
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
」（『
イ

デ
ー
』）
と
し
ま
す（

（
（

。
ア
ラ
ン
は
、
コ
ン
ト
の
哲
学
が
今
日
読
ま
れ

な
い
の
は
、
む
し
ろ
そ
れ
の
成
功
に
よ
る
と
見
な
す
の
で
す
。
そ
の

成
功
と
は
、
形
而
上
学
を
実
証
哲
学
へ
と
転
換
さ
せ
た
こ
と
を
指
し

ベ
ル
ク
ソ
ン
を
め
ぐ
っ
て

　
　

―
『
道
徳
と
宗
教
の
二
つ
の
源
泉
』
第
四
章
の
読
解
―

安 

孫 

子　
　
　
　
　

信
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ま
す
。1

・
2　

�

形
而
上
学
が
生
む
知
の
ア
ナ
ー
キ
ー
と
実

証
哲
学

　

社
会
の
混
乱
を
生
む
知
の
無
秩
序
、
そ
れ
は
形
而
上
学
か
ら
来
て

い
ま
す
。
形
而
上
学
は
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

①
〈
絶
対
的
真
理
〉
を
②
〈
純
粋
な
理
性
〉
に
よ
っ
て
求
め
よ
う
と

し
ま
す
。
コ
ン
ト
は
こ
の
知
の
枠
組
を
批
判
し
ま
す
。

　

①
〈
絶
対
的
真
理
〉 ―
現
象
は
多
様
で
複
雑
で
す
。
そ
れ
で
も
そ

こ
に
〈
絶
対
的
真
理
〉
を
言
う
た
め
に
は
、
複
雑
さ
の
一
面
を
、
あ

え
て
取
り
立
て
て
、
絶
対
と
主
張
す
る
他
あ
り
ま
せ
ん
。〈
絶
対
的

真
理
〉
は
こ
う
し
て
「
恣
意
的
」
に
と
ど
ま
り
ま
す
。（
水
（
タ
レ

ス
）
を
選
ぶ
か
、
空
気
（
ア
ナ
ク
シ
メ
ネ
ス
）
を
選
ぶ
か
）。

　

②
〈
純
粋
な
理
性
〉 ―
こ
の
よ
う
な
真
理
を
唱
え
る
哲
学
者
は
、

〈
純
粋
な
理
性
〉
を
標
榜
し
ま
す
。
そ
れ
は
偏
ら
な
い
普
遍
的
理
性

で
す
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
哲
学
者
は
健
康
な
成
人
男
性
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
、
病
者
、
老
人
、
女
性
の
視
点
は
排
除
さ
れ
ま
す
。

〈
純
粋
な
理
性
〉
は
普
遍
的
で
は
な
く
「
個
人
的
」
に
と
ど
ま
り
ま

す
。

　

こ
う
し
て
、
形
而
上
学
は
「
個
人
的
」
な
〈
理
性
〉
を
「
普
遍

的
」
と
し
、「
恣
意
的
」
な
〈
真
理
〉
を
「
絶
対
的
」
と
し
ま
す
。

そ
の
と
き
〈
普
遍
的
な
理
性
〉
の
間
で
、
ま
た
〈
絶
対
的
な
真
理
〉

間
で
、
対
立
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
形
而
上
学
に
代
わ
る
哲
学
を
、
コ
ン
ト
は
歴
史
的
・

社
会
的
事
実
と
し
て
の
「
諸
科
学
の
成
功
」
か
ら
得
て
来
よ
う
と
し

ま
し
た
。
科
学
は
、
①
絶
対
的
に
一
挙
に
で
は
な
く
、
時
間
と
と
も

に
徐
々
に
形
成
さ
れ
ま
す
（
相
対
的
）。
ま
た
、
②
一
人
で
は
な
く

人
と
共
に
分
業
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
す
（
共
同
的
）。
こ
の
事
実

に
基
づ
き
主
張
さ
れ
る
の
が
実
証
哲
学
で
す
。
コ
ン
ト
は
「
こ
こ
三

世
紀
に
固
有
な
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
科
学
的
業
績
が
自
然
に
働
き
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
哲
学
は
準
備
さ
れ
て
き
た
」（『
実
証
精
神

論
』）
と
し
ま
す（

（
（

。
実
証
哲
学
は
科
学
を
基
礎
付
け
も
、
批
判
も
せ

ず
、
歴
史
的
・
社
会
的
事
実
と
し
て
の
「
諸
科
学
の
成
功
」
を
全
面

的
に
踏
ま
え
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま
す（

（
（

。

1
・
3　

実
証
哲
学
の
二
つ
の
法
則

　

コ
ン
ト
社
会
学
は
「
諸
科
学
の
成
功
」
に
伴
う
「
徐
々
に
」（
相

対
的
）
と
「
共
に
」（
共
同
的
）
と
い
う
歴
史
的
・
社
会
的
事
実
か

ら
、
二
つ
の
法
則
を
導
き
ま
す
。

　

①
人
間
の
知
識
は
、（
1
）「
神
学
的
」、（
2
）「
形
而
上
学
的
」、

（
3
）「
実
証
的
」
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
状
態
を
経
て
進
歩
す
る
。
こ

れ
を
「
三
状
態
の
法
則
」
と
呼
び
ま
す
。
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②
人
間
の
知
識
は
、
扱
う
現
象
の
単
純
さ
複
雑
さ
に
応
じ
て
、

（
1
）「
数
学
」、（
2
）「
天
文
学
」、（
3
）「
物
理
学
」、（
4
）「
化

学
」、（
5
）「
生
物
学
」、（
6
）「
社
会
学
」
の
六
科
学
に
分
か
れ

る
。
こ
れ
を
「
分
類
の
法
則
」
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
法
則
は
科
学
の
〈
進
歩
〉
と
〈
秩
序
〉
に
対
応
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
形
而
上
学
の
〈
絶
対
的
真
理
〉
と
〈
純
粋
な
理

性
〉
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

①　
「
三
状
態
の
法
則
」

　

人
間
精
神
は
、（
1
）「
神
学
的
」、（
2
）「
形
而
上
学
的
」、（
3
）

「
実
証
的
」
の
三
状
態
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
ず
（
1
）

「
神
々
」、
つ
い
で
（
2
）「
抽
象
概
念
」、
最
後
に
（
3
）「
法
則
」

に
依
拠
し
て
現
象
を
説
明
し
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の

は
、
三
状
態
は
そ
れ
ぞ
れ
理
論
的
に
独
立
し
て
お
り
、
互
い
を
絶
対

的
に
否
定
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ
ン
ト
は
「
ア
ポ
ロ
ン
や
ミ

ネ
ル
バ
の
非
存
在
を
理
論
的
に
証
明
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
人
々
は
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
ら
を
信
じ
な
く
な
っ
た
」（『
実
証
精

神
論
』）
と
指
摘
し
ま
す

（
（
（

。
つ
ま
り
、
三
状
態
の
そ
れ
ぞ
れ
は
「
時

宜
」
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
有
効
で
す
。
子
供
が
「
サ
ン

タ
、
サ
ン
タ
」
と
言
う
の
は
真
っ
当
で
す
が
、
大
人
が
「
サ
ン
タ
、

サ
ン
タ
」
と
叫
べ
ば
不
適
切
で
す
。
命
題
は
「
神
学
的
」
か
「
形
而

上
学
的
」
か
「
実
証
的
」
か
と
い
う
「
時
宜
」
を
持
ち
、
端
的
に
真

や
偽
で
あ
る
こ
と
を
や
め
ま
す
（「
サ
ン
タ
ク
ロ
ス
は
い
る
」
は
神

学
的
命
題
で
あ
り
、
単
に
偽
命
題
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。〈
絶
対

的
真
理
〉
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

②　
「
分
類
の
法
則
」

　
「
分
類
の
法
則
」
が
列
挙
す
る
、（
1
）「
数
学
」、（
2
）「
天
文

学
」、（
3
）「
物
理
学
」、（
4
）「
化
学
」、（
5
）「
生
物
学
」、（
6
）

「
社
会
学
」
の
六
科
学
は
、
扱
う
現
象
の
単
純
さ
複
雑
さ
に
応
じ
て

順
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
、
こ
の
順
に
成
立
し
て
来
る

と
主
張
さ
れ
ま
す
。
た
だ
そ
の
と
き
、
後
行
の
科
学
は
先
行
の
科
学

に
依
存
は
す
る
が
、
決
し
て
還
元
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
六
科
学
は
と
も

に
実
証
科
学
と
し
て
、「
方
法
の
統
一
と
理
論
の
同
質
性
」
を
持
ち

ま
す
が
、
互
い
に
独
立
な
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
物
理
主
義
で
あ

れ
、
生
命
主
義
で
あ
れ
、
諸
科
学
を
一
科
学
に
還
元
す
る
立
場
は
退

け
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
普
遍
数
学
は
退
け
ら
れ
、
従
っ
て
〈
普
遍
的

理
性
〉
も
退
け
ら
れ
ま
す
。
コ
ン
ト
は
「
ま
と
も
に
自
然
を
探
求
す

れ
ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
知
性
が
欲
す
る
ほ
ど
に
は
結
び
つ
い
た

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
」（『
実
証
精
神
論
』）
と
述

べ
ま
す（

（
（

。
1
・
4　

コ
ン
ト
の
仕
事

　

こ
う
し
て
コ
ン
ト
は
二
法
則
に
よ
っ
て
〈
絶
対
的
真
理
〉
と
〈
純

粋
な
理
性
〉
を
廃
棄
し
、
形
而
上
学
を
退
場
さ
せ
ま
し
た
。
人
間
が
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発
す
る
ど
の
よ
う
な
命
題
も
、
六
科
学
の
ど
れ
か
一
つ
に
属
す
る
現

象
に
つ
い
て
、
三
状
態
の
ど
れ
か
一
つ
に
属
す
る
仕
方
で
語
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
端
的
に
偽
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。〈
絶
対
的

真
理
〉
も
な
く
、
果
て
し
な
い
論
争
と
い
う
知
の
ア
ナ
ー
キ
ー
も
な

く
な
り
ま
す
。
大
文
字
の
「
真
理
」
と
「
理
性
」
が
こ
う
し
て
退
場

し
、
代
わ
り
に
一
九
世
紀
、
哲
学
が
語
る
の
は
歴
史
（〈
進
歩
〉）
と

構
造
（〈
秩
序
〉）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
・
1　

ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン

　

こ
こ
か
ら
ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九
―
一
九
四
一
）『
道
徳
と
宗

教
の
二
つ
の
源
泉
』（
一
九
三
二
）
第
四
章
「
最
後
の
指
摘
―
機

械
主
義
と
神
秘
主
義
」
の
読
解
に
入
り
ま
す
。『
二
源
泉
』
が
直
面

し
て
い
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
。
問

題
は
革
命
で
は
な
く
戦
争
で
す
。
そ
こ
ま
で
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
『
意

識
に
直
接
与
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
試
論
』（『
試
論
』
と
略
、

一
八
八
九
）、『
物
質
と
記
憶
』（
一
八
九
六
）、『
創
造
的
進
化
』

（
一
九
〇
七
）
を
著
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
持
続
や
生
命
を
扱
う

も
の
で
す
が
、
す
べ
て
で
結
局
は
社
会
が
問
題
で
あ
っ
た
と
言
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

改
め
て
、
第
四
章
で
は
戦
争
が
問
題
で
す
。
人
類
は
太
古
か
ら
戦

争
を
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
認
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
征
服
の

た
め
の
征
服
」
と
い
っ
た
「
偶
発
的
な
戦
争
」
と
区
別
し
て
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
「
今
日
の
戦
争
」
を
「
本
質
的
な
戦
争
」
と
呼
び
ま
す
。

そ
れ
は
自
己
保
存
を
旨
と
す
る
「
閉
じ
た
社
会
」
の
本
質
に
か
か
わ

る
戦
争
で
す（

（
（

。
そ
の
よ
う
な
戦
争
を
乗
り
越
え
る
可
能
性
を
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
の
〈
進
歩
〉
と
〈
秩
序
〉
の
主

張
を
見
据
え
て
探
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
以
下
で
は
、
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
第
四
章
を
扱
っ
て
い
き
ま
す
。

2
・
2　

ベ
ル
ク
ソ
ン
と
実
証
哲
学

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
普
通
は
、
実
証
哲
学
と
対
決
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
の
流
れ
に
置
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
生
物
学
の
哲
学
の
ジ
ャ

ン
・
ガ
イ
ヨ
ン
（
一
九
四
九
―
二
〇
一
八
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。「
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
は
、
一
九
世
紀
の
半
ば
以
降
「
科
学

の
哲
学
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
哲
学
の
枠
外
に
あ
っ
て
、
な
お
実
証
科

学
と
本
質
的
な
関
係
を
維
持
し
た
二
〇
世
紀
哲
学
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
る（

（
（

」。

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身
の
言
葉
か
ら
も
そ
れ
は
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
「
私
が
来
る
べ
き
形
而
上
学
に
見
る
の
は
、
そ
れ
の
流

儀
が
経
験
的
で
あ
り
、
前
進
的
で
あ
り
、
他
の
実
証
科
学
と
同
様

に
、
実
在
の
注
意
深
い
研
究
の
結
果
得
ら
れ
た
最
新
成
果
を
、
暫
定

的
に
の
み
決
定
的
な
も
の
と
し
て
示
す
よ
う
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
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な
科
学
で
あ
る
」
と
し
て
、
自
ら
の
哲
学
を
「
実
証
的
形
而
上
学
」

と
呼
び
ま
す
（『
心
理
・
物
理
の
平
行
説
と
実
証
的
哲
学
［
形
而
上

学（
（
（

］』）。
さ
ら
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、「
ど
の
よ
う
な
哲
学
も
、
実
証

主
義
で
さ
え
、
実
証
科
学
を
こ
れ
ほ
ど
高
く
は
置
か
な
か
っ
た
」
と

さ
え
述
べ
ま
す
（『
緒
論（

（
（

』）。

2
・
3　

ベ
ル
ク
ソ
ン
と
コ
ン
ト

　

以
上
を
念
頭
に
置
い
て
、
さ
ら
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
コ
ン
ト
の
関
係

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
る
コ
ン
ト
の
「
分
類
の

法
則
」
へ
の
言
及
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
近
代
哲

学
の
偉
大
な
業
績
の
一
つ
」
と
し
て
コ
ン
ト
の
『
実
証
哲
学
講
義
』

に
触
れ
つ
つ
、「
数
学
か
ら
社
会
学
ま
で
諸
科
学
の
間
に
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
の
秩
序
を
打
ち
立
て
る
と
い
う
、
単
純
で
は
あ
る
が
天
才
的
な

そ
の
考
え
は
、
コ
ン
ト
が
そ
れ
を
決
定
的
真
理
と
し
て
打
ち
立
て
て

以
来
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
が
認
め
ざ
る
を
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
」（『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
』）
と
述
べ
ま
す（

（1
（

。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
コ
ン
ト

の
「
分
類
の
法
則
」
を
「
天
才
的
」
と
評
価
し
ま
す
。
た
だ
「
分
類

の
法
則
」
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
注
目
す
る
の
は
、
そ
れ
が
諸
科
学
を

〈
秩
序
〉
づ
け
る
面
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
諸
科
学
相
互
の
還
元
不

可
能
性
」
を
主
張
す
る
面
で
す（

（1
（

。

　

さ
ら
に
『
ラ
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
の
生
涯
と
業
績
』
で
は
、
コ
ン
ト
の

「
分
類
の
法
則
」
を
自
分
に
引
き
つ
け
て
再
解
釈
し
て
い
ま
す
。『
実

証
哲
学
講
義
』
に
触
れ
つ
つ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、「
最
後
、
最
終
巻

で
は
、
生
命
の
諸
現
象
全
体
が
明
確
に
物
理
・
化
学
的
事
実
か
ら
分

離
さ
れ
る
。
生
命
の
現
象
を
考
察
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
コ
ン
ト
は
事

実
の
様
々
な
種
類
の
間
に
、
も
は
や
単
に
複
雑
さ
の
違
い
だ
け
で
は

な
く
、
位
階
や
価
値
の
違
い
を
も
設
定
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
っ

た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
方
向
に
進
ん
で
い
け
ば
、
人
が
到
達
す
る
の

は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
す（

（1
（

。

3
・
1　

�『
二
源
泉
』 

第
四
章 「
最
後
の
指
摘
―
機
械

主
義
と
神
秘
主
義
」
の
冒
頭
と
末
尾

　

以
上
の
確
認
を
受
け
て
、
第
四
章
の
読
解
に
入
り
ま
す
。
ま
ず
第

三
章
ま
で
に
示
さ
れ
た
「
閉
じ
た
社
会
」
と
「
開
い
た
社
会
」
に
つ

い
て
一
言
。
両
者
の
違
い
は
一
言
で
、
前
者
で
は
、
社
会
も
成
員
も

自
己
保
存
に
縛
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
そ
う
で
な
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
譬
え
で
述
べ
れ
ば
、
同
じ
家
か
ら
出
て
歩
く
で
も
、
通

勤
は
自
己
保
存
に
縛
ら
れ
て
い
る
が
、
散
歩
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
通
勤
は
生
活
の
た
め
で
、
時
間
に
追
わ
れ
時
計
を
気
に
し
つ
つ

で
あ
り
（「
機
械
主
義
」）、
人
々
は
口
を
結
び
無
言
で
す
。
他
方
、

散
歩
は
何
の
た
め
で
も
な
く
、
理
由
な
く
い
つ
ま
で
も
歩
い
て
い
た

い
と
さ
え
思
わ
れ
て
お
り
（「
神
秘
主
義
」）、 

知
ら
な
い
者
同
士
が



44

思
わ
ず
言
葉
を
交
わ
し
ま
す
。

　

さ
て
、
第
四
章
は
戦
争
を
こ
の
二
つ
の
社
会
か
ら
論
じ
ま
す
。
ま

ず
冒
頭
で
の
問
題
提
起
。「
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
分
析
の
成
果
の
一

つ
は
、
社
会
に
関
す
る
領
域
に
お
い
て
、
閉
じ
た
も
の
か
ら
開
か
れ

た
も
の
を
徹
底
し
て
区
別
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
閉
じ
た
社
会
と
は

成
員
が
相
互
に
支
え
合
う
社
会
で
あ
り
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
以
外
の

人
間
た
ち
に
無
関
心
で
、
つ
ね
に
攻
撃
か
防
御
の
態
勢
を
取
っ
て
お

り
、
要
す
る
に
戦
闘
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い

る（
（1
（

」。「
閉
じ
た
社
会
」
は
自
己
保
存
の
体
制
を
整
え
て
お
り
、
戦

闘
態
勢
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
閉
じ
た
社
会
」

で
は
戦
争
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
問
題
で
す
。

　

次
は
末
尾
の
一
節
。「
人
類
は
自
分
が
な
し
と
げ
た
進
歩
の
重
さ

で
半
ば
押
し
潰
さ
れ
て
う
め
き
苦
し
ん
で
い
る
。
人
類
は
自
分
の
将

来
が
自
分
次
第
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
わ
か
っ
て
い
な
い
。
第
一

に
、
今
後
と
も
生
き
続
け
る
意
志
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
を
確

か
め
る
責
任
は
人
類
に
あ
る
。
第
二
に
、
た
だ
生
き
る
こ
と
を
望
む

の
か
、
そ
れ
と
も
、
た
だ
生
き
る
こ
と
に
加
え
て
、
神
々
を
つ
く
り

出
す
機
械
た
る
宇
宙
の
本
質
的
な
機
能
が
、
反
抗
的
な
こ
の
地
球
で

も
果
た
さ
れ
る
の
に
必
要
な
努
力
を
払
う
こ
と
を
欲
す
る
の
か
ど
う

か
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

」。
こ
れ
は
冒
頭
の
問
い
へ
の

応
答
で
す
。
戦
争
回
避
の
可
能
性
、
つ
ま
り
、「
閉
じ
た
社
会
」
か

ら
「
開
い
た
社
会
」
へ
の
道
筋
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
・
1　

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
の
「
分
類
の
法
則
」

　

以
上
の
議
論
を
、
コ
ン
ト
の
二
つ
の
法
則
に
対
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン

の
態
度
を
見
定
め
て
そ
こ
か
ら
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

科
学
の
分
類
に
つ
い
て
、
少
し
長
い
で
す
が
、
改
め
て
ベ
ル
ク
ソ
ン

が
語
る
言
葉
の
確
認
で
す
。「
か
つ
て
純
粋
数
学
か
ら
出
発
し
た
実

証
科
学
は
、
力
学
を
通
り
、
物
理
学
そ
し
て
化
学
を
通
り
、
遅
れ
て

生
物
学
に
到
達
し
た
。
初
期
の
領
域
は
実
証
科
学
の
得
意
領
域
で
あ

り
続
け
た
が
、
そ
れ
は
不
活
性
の
物
質
の
領
域
で
あ
る
。［
と
こ
ろ

が
］
有
機
物
の
世
界
で
は
実
証
科
学
は
そ
れ
ほ
ど
安
ん
じ
て
は
お
ら

れ
な
い
。
そ
の
世
界
で
実
証
科
学
が
確
か
な
足
取
り
で
進
み
う
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
物
理
学
や
化
学
に
頼
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
実
証

科
学
は
、
生
物
に
あ
っ
て
固
有
に
生
命
的
な
も
の
に
で
は
な
く
、
む

し
ろ
生
命
現
象
に
あ
っ
て
物
理
・
化
学
的
な
も
の
に
結
び
つ
く
の
で

あ
る
。
し
か
し
、［
さ
ら
に
］
精
神
に
到
達
し
て
、
実
証
科
学
の
困

惑
は
大
き
い
。
実
証
科
学
は
精
神
に
つ
い
て
何
ら
の
知
識
も
得
ら
れ

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
が
、
精
神
と
物
質
と

の
境
界
線
を
離
れ
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
だ
け
得
ら
れ
る
知
識
が
あ
い

ま
い
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
地
帯
で
は
、
古
い
地
帯
に
お

い
て
の
よ
う
に
、
た
だ
論
理
の
力
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
前
進
で

き
な
い
。
こ
こ
で
は
常
に
《
幾
何
学
の
精
神
》
か
ら
離
れ
て
《
繊
細
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の
精
神
》
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（『
緒

論
』（

（1
（

）。

　

内
容
的
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
こ
こ
で
コ
ン
ト
の
「
分
類
の
法
則
」

を
な
ぞ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、「
分
類
の
法
則
」
が
諸
科
学
相
互
の

独
立
を
認
め
つ
つ
も
、
六
つ
の
科
学
で
科
学
の
体
系
を
閉
じ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
諸
科
学
相
互
の
差
異
を
強
調
し
、

と
く
に
、「
物
質
」
の
科
学
に
対
し
て
「
精
神
」
の
科
学
の
独
立
を

主
張
し
ま
す
。
パ
ス
カ
ル
に
従
い
、
違
い
を
認
め
な
い
「
幾
何
学
の

精
神
」
で
は
な
く
、
違
い
に
気
づ
く
「
繊
細
の
精
神
」
を
引
き
合
い

に
出
し
ま
す
。
科
学
は
体
系
で
閉
じ
ま
せ
ん
。

4
・
2　

科
学
の 〈
閉
じ
た
〉 

分
類
と 「
閉
じ
た
社
会
」

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
第
四
章
で
は
、〈
閉
じ
た
〉
分
類
が
「
閉
じ

た
社
会
」
に
結
び
付
く
こ
と
が
主
張
さ
れ
ま
す
。
精
神
科
学
を
物
質

科
学
へ
と
還
元
し
よ
う
と
す
る
知
性
が
問
題
で
す
。「
人
間
的
知
性

が
魂
に
目
を
向
け
る
や
否
や
、
人
間
的
知
性
は
内
的
生
の
空
間
的
表

象
を
与
え
る
。
…
そ
こ
か
ら
、
意
識
の
諸
状
態
の
相
互
浸
透
を
考
慮

し
な
い
原
子
論
的
な
心
理
学
の
数
々
の
誤
謬
が
生
じ
る
。
…
魂
と
身

体
（
脳
）
の
関
係
は
ど
う
か
。
…
実
際
、
心
的
活
動
の
物
質
的
随
伴

物
が
心
的
活
動
そ
の
も
の
の
等
価
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
的

了
解
と
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
…
こ
の
よ
う
な
（
知
性
の
）

主
張
は
単
な
る
形
而
上
学
的
な
仮
説
で
あ
り
、
諸
事
実
に
つ
い
て
の

恣
意
的
な
解
釈
に
過
ぎ
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す（

（1
（

。

　
「
内
的
生
」（
例
え
ば
メ
ロ
デ
ィ
）
を
「
空
間
的
表
象
」（
例
え
ば

楽
譜
）
に
化
し
、「
心
的
活
動
」（
心
）
を
「
物
質
的
随
伴
物
」（
脳
）

の
「
等
価
物
」
に
化
す
こ
と
は
、
本
来
の
「
分
類
の
法
則
」
を
否
定

し
、「
精
神
科
学
」
を
閉
じ
、「
物
質
科
学
」
だ
け
で
済
ま
そ
う
と
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
「
玩
具
で
楽
し
む
こ
と
…
、
蜃
気
楼
の
周
り

で
も
が
く
こ
と
」
に
喩
え
ら
れ
ま
す（

（1
（

。
何
で
も
レ
ゴ
（
物
質
）
で

作
れ
る
と
思
う
の
は
子
供
じ
み
た
こ
と
（「
玩
具
」）
で
あ
り
、
幻
想

（「
蜃
気
楼
」）
で
す
。
た
だ
そ
れ
は
楽
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
は

「
快
楽
に
執
着
し
、
快
楽
に
目
を
向
け
る
こ
と
」
で
す（

（1
（

。
な
ぜ
な
ら
、

そ
こ
で
は
人
間
は
、
物
質
の
自
己
保
存
（
慣
性
）
に
自
ら
を
預
け

て
、
自
ら
の
自
己
保
存
（
楽
）
を
助
長
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
す
。
た

だ
こ
う
し
た
自
己
保
存
へ
の
固
着
は
、
他
者
に
対
し
て
は
戦
闘
の
態

度
を
取
ら
せ
ま
す
。
レ
ゴ
で
遊
ぶ
子
供
は
他
の
子
供
が
自
分
の
ピ
ー

ス
に
手
を
出
す
こ
と
を
許
さ
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
、
他
の
子

供
の
ピ
ー
ス
を
ね
た
み
そ
れ
を
奪
い
た
い
と
さ
え
思
う
で
し
ょ
う
。

科
学
の
〈
閉
じ
た
〉
分
類
は
人
間
を
戦
争
に
導
き
ま
す
。

4
・
3　

�

科
学
の 

〈
開
い
た
〉 

分
類
と 

「
開
い
た
社
会
」

　

こ
こ
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
自
分
の
そ
れ
ま
で
の
仕
事
（『
試
論
』
や
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『
物
質
と
記
憶
』）
に
言
及
し
て
、
本
来
の
「
分
類
の
法
則
」
を
語
り

ま
す
。
物
質
科
学
と
は
別
に
精
神
科
学
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
心
に
お
い
て
意
識
の
諸
状
態
は
相
互
浸
透
し
持
続
し
て
い
る
。

…
精
神
活
動
は
な
る
ほ
ど
物
質
的
な
随
伴
者
（
脳
）
を
持
つ
が
、
こ

の
随
伴
者
は
精
神
活
動
の
一
部
分
し
か
描
い
て
い
な
い
。
残
り
の
精

神
活
動
は
無
意
識
の
状
態
に
あ
る
。
…
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
の
脳

は
表
象
の
創
造
者
で
も
そ
の
保
存
者
で
も
な
い
の
だ
。
脳
は
単
に
、

表
象
が
効
力
を
持
っ
て
働
く
よ
う
に
そ
れ
を
制
限
す
る
だ
け
で
あ

る（
（1
（

」。
意
識
の
状
態
に
つ
い
て
の
メ
ロ
デ
ィ
の
喩
え
（
切
れ
目
は
な

く
空
間
化
で
き
な
い
）
や
、
心
と
脳
の
関
係
に
つ
い
て
の
コ
ー
ト
と

コ
ー
ト
掛
け
の
喩
え
（
コ
ー
ト
掛
け
に
コ
ー
ト
は
依
存
、
し
か
し

コ
ー
ト
掛
け
を
い
く
ら
調
べ
て
も
コ
ー
ト
は
わ
か
ら
な
い
）
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
〈
開
い
た
〉
分
類
は
「
開
い
た
社
会
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

精
神
科
学
の
例
と
し
て
「
心
霊
科
学
」
が
引
か
れ
ま
す
が
、
こ
の
科

学
は
「
心
霊
経
験
」
に
向
か
い
、「
来
世
信
仰
」
を
も
含
む
「
広
大

な
未
知
の
大
地
」
を
扱
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
「
歓
喜
」（
自
己
保
存

を
超
え
る
）
を
も
た
ら
し
、「
快
楽
」（
自
己
保
存
に
留
ま
る
）
を
覆

い
隠
す
と
言
わ
れ
ま
す（

（2
（

。
い
さ
さ
か
唐
突
な
議
論
で
す
が
、
た
だ

「
来
世
信
仰
」
を
〈
い
つ
ま
で
も
と
い
う
こ
と
が
信
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
〉
と
す
る
と
き
、
上
で
使
っ
た
例
、
早
く
終
え
た
い
と
思
わ
れ

て
い
る
通
勤
に
対
す
る
、
い
つ
ま
で
も
歩
い
て
い
た
い
と
い
う
散
歩

の
際
の
心
情
が
思
わ
れ
ま
す
。
通
勤
が
自
己
保
存
に
縛
ら
れ
て
い
る

と
し
て
、
疲
労
も
い
と
わ
ぬ
散
歩
は
自
己
保
存
を
脱
し
て
い
ま
す
。

通
勤
で
は
人
間
は
座
席
争
い
を
し
ま
す
が
、
散
歩
で
は
見
ず
知
ら
ず

同
士
が
挨
拶
を
し
ま
す
。
特
段
の
理
由
も
な
く
行
わ
れ
る
散
歩
に
あ

え
て
「
神
秘
性
」
を
言
い
、
そ
こ
で
感
じ
ら
れ
る
喜
び
（「
歓
喜
」）

を
あ
え
て
「
心
霊
体
験
」
と
呼
べ
ば
で
す
が
、
そ
の
神
秘
主
義
は

「
開
い
た
社
会
」
を
招
来
し
て
い
ま
す
。

5
・
1　

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
の 「
三
状
態
の
法
則
」

　

次
に
コ
ン
ト
の
「
三
状
態
の
法
則
」
を
お
い
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

主
張
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
進
化
」
を
語
り
ま
す

が
、「
進
歩
」
は
ほ
と
ん
ど
語
り
ま
せ
ん
。
彼
は
む
し
ろ
反
進
歩
を

主
張
し
ま
す
。「
自
然
の
素
地
は
、
そ
う
し
た
獲
得
物
に
よ
っ
て
大

部
分
覆
わ
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
素
地
は
決
し
て
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
幾
世
紀
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
な
く
残
っ
て

い
る
。
…
わ
れ
わ
れ
の
文
明
社
会
と
、
じ
か
に
自
然
の
手
で
決
め
ら

れ
た
社
会
と
は
、
よ
し
ど
れ
ほ
ど
違
っ
て
い
よ
う
と
も
、
前
者
が
後

者
と
の
根
本
的
類
似
を
示
し
て
る
こ
と
は
事
実
な
の
で
あ
る（

（2
（

」。
ま

た
、「「
原
始
人
」
た
ち
の
知
性
は
本
質
的
に
は
わ
れ
わ
れ
の
知
性
と

異
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
知
性
は
わ
れ
わ
れ
の
知
性
と
同
じ
よ
う
に
、

動
を
静
へ
と
変
換
し
、
作
用
を
事
物
へ
と
凝
固
さ
せ
る
傾
向
を
持
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つ（
（2
（

」
と
言
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
人
間
は
い
つ
の
時
代
に
も
機
械

を
発
明
し
て
き
た
し
、
古
代
に
も
驚
く
べ
き
機
械
が
あ
っ
た
…（

（2
（

」。

こ
う
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
知
性
に
お
い
て
も
技
術
に
お
い
て
も

原
始
人
と
文
明
人
の
間
に
差
は
な
い
と
主
張
し
ま
す
。

　

ま
た
、『
二
源
泉
』
が
全
体
で
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
道
徳
も
宗

教
も
、
と
も
に
知
性
の
付
随
物
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
性
は
本
来

不
完
全
で
、
必
ず
同
時
に
宗
教
（「
静
的
宗
教
」）
に
よ
っ
て
補
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
ま
す
。「
唯
一
理
性
を
備
え
た
も

の
た
る
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
非
合
理
的
な
諸
事
象
に
み
ず
か
ら
の

生
存
を
依
存
さ
せ
う
る
唯
一
の
存
在
」
で
あ
っ
て
、「
宗
教
を
も
た

な
か
っ
た
社
会
は
か
つ
て
一
度
も
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま

す（
（2
（

。
知
性
的
人
間
が
「
閉
じ
た
社
会
」
を
構
成
し
ま
す
が
、
そ
こ

に
は
必
ず
「
静
的
宗
教
」
が
伴
い
ま
す
。
コ
ン
ト
の
「
三
状
態
の
法

則
」
に
反
し
て
、「
神
学
的
」（
宗
教
）
と
「
実
証
的
」（
知
性
）
は

同
時
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

5
・
2　
〈
進
歩
〉
と
「
閉
じ
た
社
会
」

　

原
始
人
と
文
明
人
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い
と
し
て
、
そ
れ
で
も

両
者
が
分
か
た
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
「
文
明
化
せ
ざ
る
者
た
ち
に
欠
け
て
い
た
の
は
、
優
越
し
た
人

間
で
は
恐
ら
く
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
人
間
が
優
越
性
を
示

す
機
会
、
彼
に
続
こ
う
と
い
う
他
人
の
意
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
社

会
が
そ
の
道
に
入
る
た
め
に
は
、
敵
の
部
族
に
新
型
の
武
器
が
現
れ

て
生
じ
る
よ
う
な
、
絶
滅
の
脅
威
が
お
そ
ら
く
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
す（

（2
（

。
つ
ま
り
、
原
始
人
と
文
明
人
の
差
を
言
う
と

し
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
た
だ
、「
絶
滅
の
危
機
」
が
あ
っ
た

か
否
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
勝
ち
抜
い
た
と
い
う
こ

と
、
た
だ
そ
れ
が
「
文
明
的
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
う
し

て
、「
科
学
が
進
歩
す
る
調
子
を
考
え
れ
ば
、
交
戦
国
の
一
方
、

取
っ
て
お
き
の
秘
密
を
所
有
す
る
方
が
、
他
方
を
壊
滅
さ
せ
る
手
段

を
手
に
入
れ
る
日
が
近
づ
い
て
い
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
ま
す（

（2
（

。

　

こ
う
し
て
〈
進
歩
〉
と
は
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
閉
じ
た

社
会
」
の
〈
閉
じ
〉
の
度
合
い
が
増
す
こ
と
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
の
で
す
。〈
閉
じ
〉
の
度
合
い
が
最
大
に
な
れ
ば
、
そ
の
と
き
他

の
社
会
は
絶
滅
さ
せ
ら
れ
ま
す
。〈
進
歩
〉
は
絶
滅
を
背
景
に
し
た

「
閉
じ
た
社
会
」
同
士
の
競
争
で
の
勝
ち
負
け
を
表
す
言
葉
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、〈
進
歩
〉
は
そ
れ
だ
け
で
、
わ
れ
わ

れ
を
「
半
ば
押
し
潰
す
」
の
で
す（

（2
（

。

5
・
3　
〈
進
化
〉
と
「
開
い
た
社
会
」

　

こ
う
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
間
社
会
は
、
コ
ン
ト
の

「
三
状
態
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
〈
閉
じ
て
〉
い
ま
す
。
そ
の
限
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り
そ
こ
に
〈
進
歩
〉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
コ
ン
ト
が
「
三
状

態
」
を
互
い
に
独
立
と
見
て
い
た
点
は
評
価
、
踏
襲
さ
れ
ま
す
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
「
閉
じ
た
社
会
」
の
先
に
「
開
い
た
社
会
」
を
置
き
、

前
者
か
ら
後
者
へ
の
（〈
進
歩
〉
で
は
な
く
）〈
創
造
的
進
化
〉
を
言

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
閉
じ
た
社
会
か
ら
開
か
れ
た
社
会
へ
、
都

市
国
家
（
シ
テ
）
か
ら
人
類
へ
の
移
行
は
、
拡
張
の
道
を
通
し
て
は

決
し
て
行
わ
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
同
じ
本
質
を
持
た
な
い
」
と
さ
れ

ま
す（

（2
（

。
こ
の
と
き
、
コ
ン
ト
の
「
三
状
態
の
法
則
」
は
「
二
重
狂

乱
の
法
則
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

6
・
1　

戦
争

　
「
閉
じ
た
社
会
」
に
お
い
て
は
戦
争
は
「
自
然
的
」
で
し
た（

（2
（

。
し

か
し
、「
閉
じ
た
社
会
」
は
「
開
い
た
社
会
」
に
〈
進
化
〉
し
え
て
、

そ
の
と
き
、
戦
争
は
回
避
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
に
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
第
四
章
の

議
論
は
、
意
外
な
言
明
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
開
か
れ
た
社
会
は
、

人
類
精
鋭
の
数
々
の
魂
に
断
続
的
に
夢
想
さ
れ
、
創
造
さ
れ
る
度
に

自
分
の
持
つ
何
も
の
か
を
実
現
す
る
。
…
し
か
し
、
一
時
的
に
開
か

れ
た
円
環
も
、
各
々
の
創
造
が
な
さ
れ
た
後
に
つ
ね
に
閉
じ
て
し
ま

う（
（3
（

」。
つ
ま
り
、〈
開
く
〉
こ
と
が
問
題
な
の
に
、〈
開
い
た
〉
も
の

は
必
ず
〈
閉
じ
る
〉
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
言
わ
れ
る
の
で
す
。
た
だ

こ
れ
は
、〈
閉
じ
た
〉
も
の
が
、
実
は
、
ま
ず
は
〈
開
い
て
〉
い
た

と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
な
の
で
す
。
つ
ま
り
〈
開
き
〉
が
ま
ず

あ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、（
改
め
て
）〈
開
く
〉
に
は
、
起
源
の

〈
開
き
〉
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
「
二
重
狂
乱
」
が
示
さ
れ
て
来
ま
す
。

6
・
2　
「
二
重
狂
乱
の
法
則
」

　
〈
開
き
〉
を
「
推
進
力
」、〈
閉
じ
〉
を
「
停
止
力
」
と
し
て
、
こ

の
二
傾
向
に
つ
い
て
、「
傾
向
が
二
つ
で
あ
る
な
ら
、
人
が
特
に
執

着
す
る
の
は
ま
ず
二
つ
の
う
ち
の
一
方
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

と
と
も
に
、
人
は
…
総
じ
て
可
能
な
限
り
遠
く
へ
と
進
む
。
次
い

で
、
こ
の
進
展
の
途
中
で
獲
得
し
た
も
の
を
携
え
て
、
後
方
に
置
い

て
き
た
も
う
一
方
の
傾
向
を
探
し
に
戻
る
。
今
度
は
最
初
の
傾
向
を

無
視
し
て
こ
の
傾
向
を
発
展
さ
せ
る
の
だ
が
、
こ
の
新
た
な
努
力

は
、
…
最
初
の
傾
向
を
再
開
し
、
そ
れ
を
も
っ
と
遠
く
ま
で
推
し
進

め
る
ま
で
継
続
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（

（3
（

。
二
つ
の
傾
向
の

う
ち
一
方
へ
の
傾
き
（
第
一
の
「
狂
乱
」）
が
、
や
が
て
反
動
で
揺

れ
戻
っ
て
、
も
う
一
方
へ
の
傾
き
を
生
む
（
第
二
の
「
狂
乱
」）、
そ

れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
一
種
の
振
り
子
運
動
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
揺
れ
は
「
記
憶
」
さ
れ
、
そ
こ
に
は
そ
の
分
の
前

進
が
生
じ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
む
し
ろ
ら
せ
ん
状
の
上
昇
運
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動
と
な
り
ま
す
。
そ
の
限
り
で
こ
の
「
二
重
狂
乱
」
は
、
繰
り
返
し

で
は
な
く
、「
創
造
的
進
化
」
で
あ
っ
て
、
物
質
に
対
す
る
生
命
の

進
捗
を
示
し
て
い
ま
す
。
起
源
に
あ
っ
た
生
命
は
有
限
で
、
限
り
な

く
「
前
進
」
し
え
ず
、「
停
止
」
し
て
物
質
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
物
質
は
、
本
来
「
前
進
」
で
あ
る
生
命
が
た
だ

「
停
止
」
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
「
前
進
」
す
る

の
で
す
。「
前
進
」
と
「
停
止
」
の
間
の
こ
の
「
二
重
狂
乱
」
は
、

「
開
い
た
社
会
」（
生
命
）
と
「
閉
じ
た
社
会
」（
物
質
）
の
間
に
も

生
じ
ま
す
。

6
・
3　

機
械
主
義
と
神
秘
主
義

　
「
閉
じ
た
社
会
」
は
「
あ
る
生
活
水
準
の
維
持
」（
自
己
保
存
）
の

た
め
に
「
自
然
的
」
に
戦
争
に
向
か
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
代

に
お
い
て
「
生
活
水
準
」
を
決
定
す
る
の
は
産
業
で
す
。「
先
の
戦

争
（
第
一
次
世
界
大
戦
）
は
と
い
う
と
、
…
将
来
に
漠
然
と
予
見
さ

れ
る
戦
争
と
共
に
、
わ
れ
わ
れ
の
文
明
の
産
業
的
性
格
に
結
ば
れ
て

い
る
」
と
指
摘
さ
れ
ま
す（

（3
（

。
す
な
わ
ち
、「
長
い
間
、
産
業
主
義
と

機
械
化
は
人
類
を
幸
福
に
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
…
人
類
が
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
快
楽
、
贅
沢
、
富
を
渇
望
し
た
こ
と
は
か
つ
て
一
度

も
な
か
っ
た
…
。（
今
も
）
抗
し
が
た
い
力
が
人
類
を
そ
の
最
も
卑

俗
な
欲
望
の
満
足
へ
と
…
荒
々
し
く
向
わ
せ
て
い
る
…
」（

（3
（

。
こ
の

「
欲
望
の
満
足
」、
す
な
わ
ち
、
産
業
主
義
を
通
じ
て
の
自
己
保
存
の

追
求
に
は
、「
虚
栄
心
」（
他
人
と
同
じ
も
の
が
欲
し
い
）
が
混
じ
り

こ
ん
で
お
り
、「
狂
乱
」
を
な
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
か

ら
、「
虚
栄
心
」
が
去
れ
ば
「
欲
望
」
も
、
穴
が
開
い
た
風
船
の
よ

う
に
、
一
挙
に
消
失
す
る
と
も
指
摘
さ
れ
ま
す
（
大
航
海
時
代
の
胡

椒
へ
の
「
狂
乱
」
の
例（

（3
（

）。

　

対
す
る
も
う
一
つ
の
「
狂
乱
」、
そ
れ
が
生
命
の
推
進
力
に
従
う

神
秘
主
義
で
す
。
そ
れ
は
禁
欲
的
で
、「
欲
望
の
満
足
」
と
い
う
自

己
保
存
の
方
向
と
は
真
逆
に
、
自
己
が
変
わ
る
こ
と
を
い
と
わ
な
い

も
の
で
す
。
機
械
を
人
間
の
身
体
の
拡
張
、
内
に
あ
る
生
命
の
推
進

力
を
魂
と
す
れ
ば
、
改
め
て
ま
ず
、「
こ
の
途
方
も
な
く
肥
大
し
た

身
体
の
な
か
で
、
魂
は
と
い
う
と
、
…
今
、
そ
の
身
体
を
満
た
す
た

め
に
は
あ
ま
り
に
小
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
、
身
体
と
魂
の

あ
い
だ
に
空
隙
が
生
ま
れ
、
社
会
、
政
治
、
国
際
関
係
に
係
る
恐
ろ

し
い
諸
問
題
が
生
じ
る
」
と
さ
れ
ま
す（

（3
（

。
こ
れ
は
身
体
の
「
狂
乱
」

の
状
態
で
す
。
そ
れ
に
伴
う
「
空
隙
」
を
埋
め
る
必
要
が
あ
り
、
埋

め
る
方
向
へ
も
う
一
つ
、
第
二
の
魂
の
「
狂
乱
」
が
生
ず
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
こ
こ
で
こ
の
禁
欲
主
義
は
機
械
主
義
を
無
し
に
は
せ
ず

に
、
む
し
ろ
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
神
秘
主
義
は
「
飢
え
の
恐
怖
に

捉
え
ら
れ
た
人
類
の
間
に
は
伝
播
さ
れ
な
い
。
…
（
ま
ず
）
神
秘
主

義
が
機
械
主
義
を
呼
び
出
す
」（
第
一
の
「
狂
乱
」）
の
で
す
が
、
し

か
し
、「（
今
や
）
神
秘
主
義
は
機
械
主
義
を
呼
び
求
め
る
と
言
う
だ
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け
で
済
ま
す
わ
け
に
い
か
な
い
。
拡
大
さ
れ
た
身
体
は
魂
に
よ
る
補

完
を
待
望
し
、
機
械
主
義
は
何
ら
か
の
神
秘
主
義
を
要
請
す
る
」

（
第
二
の
「
狂
乱
」）
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
述
べ
ま
す（

（3
（

。

6
・
4　

単
純
な
生
へ
の
回
帰

　

機
械
主
義
が
「
複
雑
」
へ
の
道
だ
と
し
て
、
神
秘
主
義
は
「
単

純
」
へ
の
道
で
す
。
そ
し
て
「
単
純
な
生
へ
の
回
帰（

（3
（

」
と
い
う
こ

と
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
あ
げ
る
の
が
、「
近
い
将
来
自
動
車
は
今
の
よ

う
に
も
は
や
欲
し
が
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る（

（3
（

」
と
い
っ

た
話
で
す
。
し
か
し
、
自
動
車
か
ら
自
転
車
へ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ

が
仮
に
「
機
械
主
義
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
地
へ
と
屈
曲
さ

せ
ら
れ
た
人
類
が
、
機
械
主
義
を
通
し
て
身
を
起
こ
し
、
天
を
眺
め

る（
（3
（

」
こ
と
に
当
て
は
ま
る
と
し
て
も
、「
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

交
戦
国
の
一
方
が
他
方
を
壊
滅
さ
せ
る
手
段
を
手
に
す
る
日
が
近
づ

い
て
い
る（

（4
（

」
と
も
言
わ
れ
る
事
態
の
切
迫
に
、
こ
の
「
回
帰
」
は

あ
ま
り
に
悠
長
に
見
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
第
一
の
「
狂
乱
」
を
む
し
ろ

踏
ま
え
て
、
一
見
、
楽
観
的
に
次
の
よ
う
に
説
き
ま
す
。「
物
質
的

障
害
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
。
明
日
に
な
れ
ば
道
は
開
く
だ
ろ
う
。

こ
の
道
は
生
を
導
き
、
生
を
そ
れ
が
停
止
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
点

へ
と
至
ら
せ
た
息
吹
の
方
向
そ
の
も
の
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
英
雄

の
呼
び
か
け
が
到
来
す
る
。
…
わ
れ
わ
れ
は
進
む
べ
き
道
を
知
る
だ

ろ
う
。
…
旅
を
再
開
す
る
際
に
は
、
す
で
に
欲
し
て
い
た
こ
と
を
改

め
て
欲
す
る
だ
け
で
い
い
。
説
明
を
要
す
る
の
は
つ
ね
に
休
止
で

あ
っ
て
運
動
で
は
な
い（

（4
（

」。
戦
争
か
ら
の
脱
却
、
す
な
わ
ち
、「
単

純
な
生
へ
の
回
帰
」
の
た
め
に
は
、
英
雄
に
従
い
、「（
た
だ
）
欲
す

る
だ
け
で
よ
い
」
と
言
う
の
で
す
。
た
だ
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
言
い

換
え
ら
れ
ま
す
。「
人
類
が
変
容
す
る
の
は
、
人
類
が
自
ら
変
容
を

欲
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る（

（4
（

」。「
回
帰
」
す
る
に
は
「
欲
す
る
だ
け
」

で
よ
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
自
ら
欲
す
る
場
合
だ
け
」
に
限
ら
れ

る
。
第
四
章
は
「
自
ら
欲
す
る
場
合
」
と
い
う
ま
さ
に
こ
こ
に
問
題

の
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
終
わ
り
ま
す
。「
今
後
と
も
生

き
続
け
る
意
志
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
を
確
か
め
る
責
任
は
人

類
に
あ
る（

（4
（

」。
問
題
は
解
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
は
ま
っ

た
く
解
決
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　　

文
明
の
問
題
に
対
し
て
、
コ
ン
ト
は
近
代
科
学
の
達
成
の
中
か

ら
、〈
秩
序
〉
と
〈
進
歩
〉
と
い
う
処
方
箋
を
導
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
同
じ
達
成
か
ら
差
異
化
さ
れ
て
く
る

〈
精
神
科
学
〉
と
、
そ
の
達
成
を
越
え
て
さ
ら
に
創
造
へ
と
進
む

〈
神
秘
主
義
〉
と
を
、
処
方
箋
と
し
て
置
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
こ
こ
ま
で
の
検
討
の
ひ
と
先
ず
の
結
論
の
言

葉
と
な
り
ま
す
。
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